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2 0 1 1 年3 月1 1 日に発生 した東日本大震災｡ 気仙沼にも大きな被害をもたら しま した｡ あれから 5 年を迎え る今｡

気仙沼が持つ 地域の特性｡ 三陸南部の商業の拠点であり､ 沿岸漁業 ･ 養殖漁業 ･ 遠洋漁業と水産加工業も合わせた

水産業の拠点｡ さらに､ ≡陸海岸を望む観光地でもあります｡ 今回は ､ そ んな気仙沼の他において ､ 大きな被害を

乗り越え新たな町の創生に取り組んでいる人々の声を改めて聴き ､ 高齢者に限らず､ 障がい者､ 子ども ､ その他 ｢ 人

ひとりが輝き､ 住 み慣れた町で必要な自分 = ｢ キラビ ト｣ と なるために ､ 地域の生活者である自分自身がなすべき

＼

＼
事について ､ 皆さんとともに思いを遜らせ ､ 自分に何ができるのか考えていきたいと思います｡

気仙沼市中央公民館 ( 気仙沼市魚市場前1 -1 )
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1 3! 3 5 ･･ 第1 部 基調講演

1 4 :3 0 ｢キ ラ ビ ト
･
一 人ひとりが輝き､ 住 み慣れた町で必要な

宮城黒労働者福祉協議会一特活ノせんたい ･ みやき N P O セ ンタ ー
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片山 秀光 (気仙沼市地福専任職)

2 011 年3 月11 日に東日本大 駁 により落慶間もない 本堂､

庫捜 ､ 花園会館が被災｡ 九死に
一 生を得た秀光和尚が故郷

の人々を励まし続け ､ 被災された人々を慈しみ一日も早い

復興を との想い を世に発信していかなければならない と､

パイソ ン片山( 実弟) と和尚紗かりのミ ュ
ー

ジシャ ンとで

活動を再開した｡ 禅の教えを元に した法話と音楽で ､ 僻 地

の現実を語り唄う｢ 語り部｣ として全国行脚を続けてい る｡

パネ リス ト

塚本 卓 (気仙沼まちづくりセンタ
ー セ ン タ ー

長)

1 9 6 6 年3 月生まれ｡ 東日本大 駁 時まで｢ リアス ･ ア
ー

ク

美術館｣ 勤務 ｡ 被災記録作成補助を行う｡ その後 ､ 2 0 1 1 年

7 月から2 0 1 3 年3 月まで｢一億社団法人気仙沼復興協会｣

で仮設住宅の コ ミ ュ ニテ ィ支援話動に従事｡ 2 01 3 年 5 月

か らは､ ｢ 特定非営利活動法人気仙沼まちづくりセ ンタ
ー

｣

の新たなる部署〈気仙沼まちづくり支援セ ン タ
ー

〉の セ ン

タ ー 長として まちづくりの 支援諾勤を行 っ て いる ｡

パネ リス ト

菅原 信治( N P O 法人海ぺの森をつくろう会理事長)
昭和3 5 年1 月 ､ 矧山沼市本吉町に菓子職人の両親の もとに

誕 生｡ 電波県立津谷高等学校卒業後 ､ 地元の 本吉町津谷

農業協同租合 へ 入社 ｡ 震災幾は､ 乗芝 コンシ ュ
ー マ ･ マ ー

ケ

テ イング復興支援員 として被災者支援に従事｡ 現在 ､ N P O

法人海 べ の森をつ くろう会で ､ 自然保護活動憎社会教育

活動を通 し､ 自然豊かなふるさとを巨指した活動に取り鳩

んで いる ｡

で慧.
､■

慧ここ
･

､

コ ー ディ ネ ー タ ー

平岡 善悪 (宮城大学事業構想学部デザイン情報学科 教授)

建築設計 ､ まちづくり ､ コミ ュ ニ テ ィ デザイン が専門｡

震災後､ 南三 陸町の住まいの高台移転や浸水低地の利用

につ いて ､ 住民や行政と協力しながら計画策定プロセ ス

の支援
･

研究を行っ て いる ｡ また ､ 東北の歴史文化や環

境 ､ 人材など魅力的で豊雷な地域資源を､ 評価
･

活用し､

地域を元気にする研究も行っ てい る｡

パ ネ リス ト

野木 美和子 (気仙沼あそび
-

ば
-

の会代表)

2 01 3 年 4 月1 日､ 地域で 子どもが遊 べる居場所を末永

く継続 してい くため会 を設立｡ 津波で一度 は流された

ふるさとを､ 輝くような楽しい思い 出のふるさと に育て

て いくとともに ､ 遊び場のモ デル として｢ 遊ぶ｣ 大切さ

を広く伝えてい き､ 子どもはもちろ ん. 菓胃もお年寄りも

集える . 子どもを中心としたコ ミ ュ ニ テ ィの場作りを目

指して いる ｡

パ ネ リス ト

池田 修 ( 気仙沼市大苓公民館館長)

気仙沼市中央公民鹿
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J R バス 河原田バス停よりすぐ/ 駐車場あり

東日本大震災時､ 気仙沼市産業部水産吉敷こ所属｡ 自宅を

被災しながらも､ 水産業をlまじめとする気仙沼市の基幹

産業の復旧事業等に取り租む｡ 東北労働金座気仙沼支店

推進委貴会委員長 ､ 気仙沼地方労働者福祉協扇会副会長

及び同顧問を歴任 ､ 気仙沼
･

本吉地域の勤労者福祉の向

上専にも尽力｡

参加中L , 込み フ ォ ー ム に必要事項をご記入いただき､ F A X また は E - m ail に てお申し込みください ｡

F A X O 2 2
-

2 6 4
-

1 2 0 9 E -

m aiI m i n m i n @ m i n m i n . o rg ※ 個人lこ関する情報 は､ 本セ ミ ナ ー 開催の 目的以外Lこは使用 しま せん ｡

参加お申し込みフ ォ ー

ム

メ†舶鱒州叩即断祈汎利一 ､や , ㌻!て
J

l

お名前( ふりがな) 団体名 ･

所属先

T E L F A X E - m ail

｢̀ 1
√
亡七 腑 ･.･

竹山b ｢ 勺■■二 Ⅷ W 亮 ■ ■ L
_ _ _ _ ¶ _ こ病 i 血豆戸i せ-l l几 ■㌣

.
= = = = = こ 酬 れ 士▼ 仰

こ

肝 ≠ ≠

.
▲

･■叫■ I い い
∴

･
∴ 1
ノ

十:f ･号｣旦土塁旦些 坦 世二･ 塑 .±コ当室二空! 壁!!竺塑
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